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上がらせようとする。これらの写真を、中国の政治イデオロギーを映し出す鏡として、また現在の中国
の人々が歴史を見つめることが可能な窓として、もう一つの中国史を描きだそうとするのである。 
この時代には様々な複雑な問題があり、資料や記録も少ないが、政治的な支配階級が写真というメデ
ィアをどのように利用してきたのか、あるいは写真がどのような階級の思想を投影してきたのかといっ
たことが本格的に論じられた意欲的な論文となっている。荒川を源流から精密に辿る博士作品「川はす
べて知っている-荒川」と共に、博士号に値すると審査員一同、高く評価した。以上の理由をもって合格
とする。 
